











































































































































































































































































































































































































































































































































れる時間〔 le temps extérieur au système〕」60、「省察の時間〔 le temps de la 





























































の対象に関する注意深い考察のこと〔attenta cogitatio rei alicuius piæ〕、
あるいは、心の内的感官によって〔cum intimo cordis〕注釈すべきこと

















 それではこの〈順序〉は、「題材の順序〔ordre des matières〕」と「根拠の順序
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